
ＪＲ東海労ニュース

運送会社の西濃運輸は１２月１５日、全社員（約１万３，０００

人）に対して総額１０億円の「新型コロナウイルス対応特別一時金」

（１人あたり７万円強）を１２月２５日に支給すると発表しました。

西濃運輸は、新型コロナウイルスへの感染リスクがある中、「物流

を止めない」との気概を持って仕事にあたった社員に報い、また今こ

そ踏ん張りどころであるとして、慰労金の支給を決めました。

さて、ＪＲ東海はどうでしょうか？ ２１日の窓口回答で会社は、

「慰労金を支払う考えはない」と回答しました。日本社会のインフラ

の担い手として、感染リスクを抱えながら、日本の大動脈を支えてい

る社員に対する回答が、これで良いのでしょうか。とても社員を大切

にしている会社とは感じられません。

全社員の皆さん、会社の対応をどう思いますか？ 今こそ、ＪＲ東

海労と共に声を上げましょう。

会社は社員の苦労に報いろ！

№２５５６

２０２０年１２月２３日
ＪＲ東海労働組合


